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私の好きな微分方程式は,
dx

dt
= −λx, (1)

です.

この方程式の解析解は,
x(t) = ce−λt, (2)

です. ここで, c は任意定数です.

(2) を λ = 1, 初期条件 x(0) = 1 のもとで Euler法を用いて数値的に解いた結果と, 解

析解 (2) (ただし, c = 1) を図 1に示す. 数値計算では, 時間刻み ∆t = 10−3 で倍精度計

算を行った. 図からわかるように数値計算により得た解は, 解析解とよく一致しているこ

とがわかる.
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図 1 Euler法による数値計算で求めた (1) の解 (+印)とその解析解 (2)(破線)の比較.
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